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高齢者・高齢期 ・引退後さまざまな活 ・引退すると，社会的 ・退職者は，果たすべ ・高齢化が進む過程は
に対する捉え方 動を行うことによって， 活動が低下し，交友関 き新しい役割を探し出 貧困な自己イメージ，
失われた成人期での職 係が減少する．世代交 すことよりも，むしろ， 他者や社会からの否定
業活動の埋め合わせを 代のうえで避けられな これまで彼が既に果た 的なフィードバック，
する． い過程であるととらえ してきた役割に費やす 外界に対処する技能の
・新たな交友関係を獲 る． 時間を増すことによっ 欠如などの心理的機能
得したり，社会的役割 ・高齢期は個人的な目 て，定年に対処しよう によるものであり，こ
をもったりして，引退 標達成のために費やす とする． うした社会的衰弱化へ
する前の活動レベルを 時間である． ・活動量ではなく，適 の流れを逆転すること
取り戻すことで，高齢 ・高齢期には社会生活 応形態の選択において， によって高齢化の進行
期の生活に適応する． から離れていくもので パーソナリティの果た はくい止められる．








エンパワメント ・引退後も活発に活動 ・社会への参加度が低 ・新たな役割に固執す ・個人の前向きな生き
への促進的側面 することを望む人は， くても幸福感は高くな ることなく，既に担っ 方が認められる．
条件整備により自己実 る． てきた役割の踏襲であ ・社会との接点を持っ





エンパワメント ・内的要素に阻害的側 ・高齢者蔑視，高齢者 ・個人の努力に任せる ・老化に対する否定的
への阻害的側面 面を持っ人や，余生を に冷淡な外的要素とな 傾向となる． 価値観が先行する．
静かに過ごすことを望 る． ・新たな役割を求める ・社会活動を行うこと
む人は，引退後も活動 ・個人が目標を達成さ 人にとっては外的要素 を個人の努力とし，外
的で生産的であること せる努力をすることに である環境整備は消極 的要素としての条件整
が期待されることはプ なる．社会の条件条件 的である． 備や社会の価値観の改
レッシャーとなる． 整備は消極的になる． 善につながらない．
・生産的ではない人に ・活動を志向する人に
対する偏見を生まない 対しては「年寄りの冷
ことが求あられる． 水」と評する傾向とな
る．
のかという批判48）もなされている．
　このほかに，クーパーとベングストン（Kuypers
＆Bengston）が1973年に論じた「社会的衰
弱理論（grows　weak　socially　theory）」で
は，高齢化が進む過程は貧困な自己イメージ，
他者や社会からの否定的なフィードバック，
外界に対処する技能の欠如などの心理的機能
によるものであり，こうした社会的衰弱化へ
の流れを逆転することによって高齢化の進行
はくい止められるというものである49：高齢
者が新聞を読んだり，テレビのニュースなど
を視聴することをとおして社会の新しい動き
を理解し，さらに社会的活動に積極的に参加
することによって「自分が社会の一員として
周囲の人たちに受け入れられている」という
実感をもったとき，社会的な衰弱化に歯止め
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がかかるといえる．
　高齢者が住み慣れた地域で自分らしい人生
を送るという，現在の高齢者に対する支援の
考え方では，離脱理論の考え方は否定され，
高齢者が当たり前の生活を送るというノーマ
ライゼーションの考え方や社会的に統合して
いくという考え方に転換されてきている．こ
のような考え方は，比較的元気な高齢者に限っ
たことではなく，疾病による後遺症や痴呆な
どの障害をもった高齢者の場合にも重要であ
る．わが国の寝たきり老人の特徴は，寝かせ
きりによる心身の廃用性症候群が主症状であ
ることから，高齢者をケアする場合において
も安静を基本に置く考え方から，個人の生活
状況に即した「生活リハビリ」の発想にみる
ように，残存能力を活用し，あるいは引き出
しっっ自立支援するという考え方に変わって
きた．また，高齢者ケアの考え方が，痴呆性
の高齢者のグループホームの例に見るように
施設中心から，地域ケアをベースにしたもの
へと転換されてきた動向にもみられる．
　わが国の高齢社会の進行はあまりにめまぐ
るしく，保健福祉関係法制度の整備，高齢者
への支援のシステム化，実践活動の変化は激
しいものがある．高齢者保健福祉活動は，高
齢者自身の自主性，主体性を向上させること
を目指す実践であり，法制度や理論のみが先
行することに終始してはならない．高齢者支
援をすすめるうえでは，高齢者個々人の価値
観やライフスタイルに沿った高齢者の主体性
を具体的に支援する方向としてエンパワメン
トの視点に基づく支援が重要である．
4．高齢者保健福祉におけるエンパワメ
　ントの課題
　高齢者保健福祉は，高齢者が社会の主体で
ある一員として，人権が保障され，生産性や
効率性を追求するのではなく，傷病や加齢に
伴う障害や不自由さを持とうとも，社会から
排斥されることなく，自尊心が守られ，その
人なりの発達や生き方を支え，保障される社
会を構築することが責務である．そのための
実践は，高齢者の内的要素と外的要素がもっ
エンパワメントの促進的側面を強化し，阻害
的側面の促進的作用への転換を図ることに他
ならない．
　1）家族関係における高齢者のエンパワメ
　　ントの視点
　高齢者が不安に思い悩むことがらには自分
の健康や死の問題，生活（経済的）問題，家
族関係がある50）とされる．従来，これらはわ
が国の伝統といわれてきた同居慣行という家
族規範のなかに包含されていた「老親扶養」
によって対処されていた．家族社会学の領域
として森岡らは「老親扶養は経済的援助に加
えて，保健欲求の充足に関する身辺介護，情
緒的欲求の充足にかんする情緒的援助が重要
な側面をなす」と論じ，さらに老親扶養のパ
ターンは，同居型老親扶養と近居型老親扶養
に分け「老親扶養には同居が最も機能的で，
近居はそれにっぎ，遠居では困難が最も大き
いといえる」51）と述べている．しかし，近年，
高齢者のいる世帯は，高齢化の伸展に伴い三
世代世帯が減少傾向にある一方，高齢者世帯
および単身世帯が増加に転じている．この傾
向は今後さらに進む52）と考えられている．ま
た，家族そのものにっいての解釈もフリード
マン（Friedman，　M．M．）が「家族とは，絆
を共有し，情緒的な親密さによって互いに結
びっいた，しかも，家族であると自覚してい
る，2人以上の成員である」53）と定義づけて
いるように伝統的な家族の条件は含まれてい
ない解釈もなされている．こうした変化のな
かでかっての家族規範は不明確になりつつあ
り，高齢期の家族生活の多様化という現状に
対して，家族に守られる，あるいは，家族に
含まれた存在として高齢者を捉える従来の視
点ではなく，個として存在する高齢者を捉え
ることが必要となってきている．このことは
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同時に，高齢者の家族が老親との向かい合い
に関わる考え方を主体的に発揮できるよう家
族もエンパワメントされることの必要性を意
味するといえる．
　一般社会あるいは地域では，ひとり暮らし
の高齢者は子どもと同居できない，あるいは
見捨てられた孤独な人と捉えられがちだが，
これは高齢者とその家族のエンパワメントに
向けては阻害的作用をもたらす側面である．
別に住む子ども家族と良好な関係を保ち，趣
味などの活動をいかして地域の人々と交流し
ながら，ひとり暮らしを楽しむ姿もある．反
対に，成人子と同居している場合では，多く
が成人子に扶養されているため，高齢者世帯，
単独世帯の高齢者に比べて不安に思い悩むこ
とがらが深刻ではないように思われがちだが，
高齢者が成人子家族に対する気兼ねのために，
自らの生活に対する考えを表明することや行
動に移すことに消極的だったり，成人子の意
向に任せるなど家族に依存している例や，家
族のなかで孤立している例もあるように，高
齢期の家族関係をステレオタイプ化して捉え
てはならないことが伺える．
　高齢者保健福祉に携わる専門職は，これら
の視点を実践基盤に据え，高齢者がもっ家族
との暮らし方を再構築する発達課題を含め，
主体的に自らの生活を考え生活者として子や
孫，兄弟姉妹，配偶者などの家族に限らずあ
らゆる人々とっながりをもちながら，生活資
源を活用していけるよう支援することが求め
られる．
　2）地域社会における高齢者のエンパワメ
　　ントの視点
　かっての地域社会は，地縁・血縁のもとに
結束し個人や家族では解決できないさまざま
な問題を解決する役割をはたしてきたが，こ
うした伝統的な地域での関係に対する閉塞感
が高まり，また，高度経済成長期の産業構造
化と農村から都市への人口移動により都市部
農村部ともに住民の地域への帰属意識が弱まっ
ていること，従来の相互扶助的な機能を公共
や民間のサービスが代替えするようになって
きたことなどから，個人と地域との関わりも
希薄化している．
　地域社会の変化のなかでの高齢者を取り巻
く社会システム環境について金子は，「『職業
集団』のみで個人をカバーすることに限界が
あることから，一地域社会との関係再構築が
個人にとって望まれる方向になること」『職
業集団』から「基本的に離脱した高齢者にとっ
ては，住縁である地域社会かまたは関心縁が
支える友人関係と団体・サークル関係にしか
活路を見いだせないこと」を指摘している54！
「老人の生活と意識に関する国際比較調査」
にみるようにわが国の比較的元気な高齢者は
「社会活動と対人関係」には消極的だが，「職
業生活」に対する意欲は高い傾向にあり，高
齢者の地域における社会参加のニーズは多様
化していることがわかる．したがって，個人
としての高齢者が主体的に社会参加するため
に，自らの意志によって新たな人間関係を形
成し，自らできること，やりたいことを成し
ていけるエンパワメントが自己実現の鍵とな
ると考える．併せて，比較的元気な高齢者に
対してもっと積極的な社会的，市民的活動が
自由にできる社会通念や社会システムの構築
が必要である．具体的には，①「年寄りの冷や
水」といった見方や，引退後は社会の表舞台に
出るべきでないなどの高齢者観の是正，②健
康管理，健康づくり支援の強化，③経済効率
を第一主義とする定年制度の見直し，④働く
ことを希望する者の働く場の確保，⑤長年の
人生経験を生かす場づくりなどが考えられる．
さらに，このような高齢期を自適に過ごすこ
とのできる地域社会づくりは高齢者だけに固
有の課題ではなく青年期，中年期から人生80
年を見通しての個人レベル，地域レベルの課
題であるという見方も大切である．
　地域において高齢者が介護を要する状態と
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なろうとも，自立生活を営むための直接的要
件の整備もエンパワメントには必要である．
①在宅福祉サービスの整備，②住宅の整備と
移送サービスの整備，③近隣住民の参加によ
る福祉コミュニティの構築，④生活環境整備，
⑤経済的自立，をあげることができる．
　このような高齢者にとって生活しやすい地
域社会の構築は，地域住民全体のエンパワメ
ントの向上に合致したものであると考える．
5．ま　と　め
　高齢者保健福祉の究極の目的は，高齢期の
人々の主体形成を基本とする自己実現の確立
にある．それは社会の保健福祉の向上，個人
の生存的基本権および幸福追求権の保障を前
提とし，高齢者が自らの考えや立場を表明し，
生活に関わる課題を解決するための能力を発
揮することができるよう支援することにある．
　本稿では，保健福祉に共通するエパワメン
トを「対象者がもっ潜在・顕在する身体的，
精神的，社会的活動力を主体的自立的に発揮
し，もって生活の質の向上を図ることができ
るよう個人と社会資源（施策，制度，物的環
境マンパワー）が協働するプロセス」と捉
え，高齢者保健福祉におけるエンパワメント
の視点の明確化を試みた．
　高齢者のパワーには，高齢者の身体的，精
神的（知的）活動の状況に由来する「内的要
素」と，社会がもっ高齢者像，すなわち，生
活の場である家庭，地域社会での高齢者に対
する価値観を包含する「外的要素」とがあり，
相方の要素が複雑かっ多様に作用しあってい
る．「内的要素」と「外的要素」の各々がもつ
エンパワメントを促進させる側面と阻害させ
る側面を高齢者の個人の生活とその歴史，家
族，地域の状況から把握し，高齢者が自立性
と主体性を発揮できるよう高齢者を含む地域
住民と共に考え実践しようとする留意がエン
パワメントの視点である．
　高齢者保健福祉におけるエンパワメントは，
憲法第25条に示される生存権的基本権と，老
人福祉法および老人保健法における基本的理
念を全ての高齢者に保障するための実践であ
る．高齢者が主体性の具現化として，自らの
考えや立場をもち，自ら選択した目標に向け
行動できる力を健全に発揮するための専門的
支援の根底にはエンパワメントの視点の飽く
なき向上が求められる．
付記）本稿は平成14年度佛教大学社会学研究
科社会福祉学専攻修士論文の一部を再構成し
加筆したものである．
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